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1．はじめに

本稿は，筆者が岩手大学教育学部英語科において平成13年度後期に担当した「英語音声学講義」に

おいて，学生たちに将来の英語教師に向けての意識を高めてもらうという意味を込めて，レポート課

題として，高校初級レベルを想定した英語の発音に関する模擬問題の作成を課し，提出されたレポー

ト内容からうかがえる学生たちの英語音声に関する理解度や学生たちが示した作題の着眼点等の傾向

を分析しまとめたものである。
英語の音声については，中学校や高等学校の段階では主に英会話やリスニング等の練習を通して実

用面および実践的な観点から触れる機会はあるものの，英語音声学という学問としては大学に入って

から初めて体系的に学ぶことになるわけである。岩手大学教育学部においては，英語音声学に関して

は学校教員養成課程中学校教育コース英語科の科目として，英語音声学講義（1年次後期），英語音声学

演習Ⅰ（2年次前期）および英語音声学演習Ⅱ（2年次後期）が開講されている。教育学部における英語音声

学の授業であるので，学生に英語や日本語の音声のしくみについての理解を深めてもらうという意味

での通常の授業の中に，教員養成のための取り組みという色合いをより多く反映させて，学生が将来

教職に就いた時に，実際の教育の場で何らかの形で応用できるような内容が盛り込まれているのが理

想的ではないかと考えられる。ところで，学生たちが将来教職に就いて自分の授業を受け持つようになると，試験問題を「作る」

ということをやがて経験するようになるわけである。大学に在学している間は，学生たちにとっては

試験というものは「受ける」ものであり，試験問題というものは出されたものをひたすら「解く」も

のであるという意識で普段は受身的に接しているものと思われる。そこで視点を少し変えて，教職を

志望している学生たちに，教師の仕事の一端に触れその意識を高めてもらうための一つのきっかけに
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なればと思い，授業で学んだ音声学の知識が反映されるような形での英語の発音に関する試験問題を

模擬的に作成するということを体験させてみるのも決して無意味なことではないと考えた。このよう

な背景から筆者は，平成13年度後期に担当した「英語音声学講義」において，そのレポート課題とし

て，英語の発音に関する模擬問題の作成を学生たちに課すことにした。本稿は，学生たちから提出・さ

れたレポート内容を分析し，そこから読み取ることのできる英語音声に対する学生たちの理解度やそ

の着眼点の傾向などを考察しまとめたものである。

2・レポートの課題内容

レポートの課題内容については，平成14年1月24日（木）の講義時に「課題レポート案内」を印刷した

ものを学生たちに配布し，次に示す3つの観点から説明を行なった。説明の中に含めたその3つの観

点とは，（1）出題領域と設問の形式について，（2）解答および解説に含めるべき内容ついて，（3）作題に

あたっての留意点その他について，であるが，それぞれの要点をここに整理しておくことにする。

2．1・出題領域と設問の形式について

まず，出題の領域についてであるが，英語の発音問題としては，音質を問うもの，アクセントを問

うもの，イントネーションを問うものなどさまざまなものが考えられるが，今回のレポート課題にお

いては，英語音声学講義の授業の中で重点的に取り扱った領域と関連づけるために，英語音声の中で

も特に音質面を問う問題にその対象を限定することにした。そして設問形式は選択式を採用すること

とし，以下に示すような雛型をもとに作成するように学生たちに指示をした。

【間】以下の各組の語について，見出し語の下線部と同じ音を含むものを

（a）～（d）の中から一つ選びなさい。

（1）○Ω○○

（a）○○Ω○（b）○Ω○○（C）Ω〇〇〇（d）○○Ω○

作題にあたっては「素材」として使用する語は2，000語レベルを目安にして，難易度としては高校初

級向けを念頭において取り組むように学生たちに指示をした。また，市販の問題集等は素材選びの過

程で参照することは差し支えはないが，あくまでも自分の力で考えて作るようにということもあわせ

て伝えておいた。

2．2解答および解説に含めるべき内容ついて

学生たちにはまた，それぞれのレポートをまとめるにあたっては1，上記の雛型を使って設問を提示

するのに続けて，できるだけ詳しい内容の解説を以下の（1）～（5）の順に沿って書くようにという指示を

した。

（1）設問の中の見出し語および選択肢に含まれるすべての語に対して，英和辞典にあたってその音声

記号を転記し，その上で正解を明示すること。

（2）各設問に対して出題の趣旨を明確にすること。つまり英語の音声についてどのような項目を問う

ものであるのかということを音声学の術語を使って明確な言葉で表現すること。

（3）それぞれの選択肢にそれぞれの語を配置した意図や狙いを明らかにし，設問ごとの難易度の差や
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予想される間違い等を記すこと。また，作題にあたって配慮した点や苦心した点があればそれを明

記すること。

（4）各設問において選択肢ごとに予想される解答率を記すこと。予想解答率という言葉は奇妙に響く

かもしれないが，ここでは，それぞれの学生が問題を作るにあたって，「この問題であれば多分こ

のくらいの出来具合になるだろう」とあれこれ想いを巡らしながら取り組むのもそれなりの意義は

あると考えたからである。これはまた，単語の選定や選択肢の設定などのさじ加減について考えて

もらうきっかけにもなるものと思われる。

（5）英語の綴り字と発音との関係に触れ，さらに類例をあげること。

2．3作題にあたっての留意点その他

作題にあたっての留意点として学生たちには以下の二点について注意を喚起した。一つは，それぞ

れの設問が日英両言語の音声上の特徴やその違いをテーマとしたものであるということ，もう一つは，

それぞれの設問における選択肢の設定にあたっては，ポイントを理解している人と理解していない人

が明確に区別されるような働きが盛り込まれるように心がけるということである。

課題レポートの採点．評価の基準としては，提出期限の厳守や分量など形式面に関する条件を満た

すということに加えて，内容面に関することとしては，（1）作題のセンスの良し悪し，（2）使用単語の

選定が適切であるかどうか，（3）選択肢の設定などのさじ加減が適切であるかどうか，（4）解説の内容

が音声学的な知識および理解の裏づけを伴なっていてかつ正確であるかどうか，という点であること

を学生たちに伝えた。

レポートの分量は，1間につきA4．の大きさのレポート用紙に1－2枚を目安に各自全部で3題作成

することとし，レポートの提出期限を2月末日として，その取り組みには約1ケ月の期間を与えた。

3．分析考察対象の選定

筆者が担当した平成13年度後期の英語音声学講義の履修者は全部で47名であった。その内訳は，1

年生19名，2年生o名，3年生19名，4年生7名，5年生以上が1名，そして科目等履修生が1名であ

る（履修上の科目の位置づけとしては1年次対象となってはいるが平成13年度の実際の履修者は上級

生が半数以上を占めていた）。課題のレポートは全員から提出があったが，このうち本論考において

は1年生および3年生のレポート内容をその分析対象とすることにした。対象を1年生と3年生にし

たのは，履修音数の分布から見て，それぞれある程度まとまった数のデータが得られるということに

加えて以下の理由がある。すなわち，1年生を選んだ理由としては，1年生は大学受験を終えてほぼ

1年近くが経っているわけであるが，大学に入る前に受験生として試験問題を解いていた頃の勘なり

コツが他の学年の人たちよりはまだ残っているのではないかと考えられ，その記憶が今回の模擬問題

作成において何らかの形で反映されるのではないかと考えたことにある。また，1年生は1年次の後

期の授業で初めて英語音声学に触れたわけであるが，学んだばかりの音声学的知識がレポートの解説

部分の中でその言語表現においてどの程度適切に運用されているかということについて関心があった

からである。また一方で，3年生をその分析対象とした理由は，3年生はこれまでに別の授業（英語

音声学演習）で音声学について一通り学んでいる学生も多く，英語と日本語の音声についてはある一

定以上の理解は得ているものと考えられること，そして，教員採用試験を約4ケ月後に控え，教員志

望に向けての意識もいよいよ高まってきていると思われることから，こうした事情が模擬問題作成に
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あたって何らかの形であらわれるのではないかと考えたことにある。以上のような点から，1年生と

3年生の間で課題レポート内容にどのような違いが見られるのかを考察するのも本論考の目的の一つ

である。

ところで，このうち実際に提出されたレポートを見ると，教官側の指示した通りの雛型に沿って設

問を作らなかった学生が若干名いたので，それは本論考における分析対象から外すことにした。した

がって，以下において考察を加えていくのは，1年生が18名，3年生が17名で合計35名分のレポート

である。学生一人あたり3題ずつ作成してもらったので，1年生からは合計54題，3年生からは合計

51題，全体で105題の設問が今回の分析対象として位置づけられることになった。

4．レポート内容の全般的傾向とその考察

4．1設問全体に占める母音と子音の割合について

分析対象とすることになった105題の設問のうち，母音に関する設問は85間（81．0％），子音に関する

設問は20間（19．0％）で，ほぼ4：1の割合で圧倒的に母音に関する設問が多かった。学年別でも同じよう

な傾向を示しており，1年生については全54間のうち母音に関するものは46間（85．2％），子音に関する

ものは8問（14．8％）であり，3年生については全51間のうち，母音については39間（76．5％），子音につい

ては12間（23．5％）であった。

設問全体の中で母音が占める割合が圧倒的に多かったということは，見方を変えれば課題に取り組

んだ学生たちにとっては，それだけ母音の問題が作りやすいと思われたか，あるいは母音の方に何ら

かの重要性を兄い出したかのいずれかの理由によるものと考えられる。このあたりの事情を日英両言

語に見られる音声上の違いという観点から以下において考察したいと思う。

4，2母音に関する設問が多かった背景

4．2．1日英両言語における母音の数と種類の遠い

日英両言語における母音については，その数と種類において極めて顕著な違いがあるということが

あげられる。日本語では母音はアイウエオの5種類であるのに対し，英語では強勢の置かれる位置に

現われる強母音だけを例にとってみても，短母音が6種類，長母音が5種類，二重母音が11種類，三

重母音が3種類あり，さらに強勢の置かれない位置に現われる弱母音が5種類あることを含めると，

母音の数としては全部で29種類もあることになる。初歩の段階にある学習者にとっては，英語の単語

を目にし耳にして心の中でその音声をとらえようとした時，その聴覚的な印象から最も近い響きをも

つと思われる日本語の音声をあててそれを受けとめるということが予想される。そうすると，複数の

英語の母音に対して，同じ一つの日本語の母音をあてて受けとめるということが考えられ，ここに多

対一の関係が生ずることになる。たとえば，／記／と／q／と／A／はその昔の響きから，日本語の「ア」

に近いものとして受けとめられることになる。したがって，日本語の母音でもってカタカナ読みをあ

てただけでは，英語の母音間に見られる差異を正しく識別できないということになる。学習内容を正

確に理解している人とそうでない人とを明確に区別するという意味での試験問題としての機能をここ

に盛り込むことができることになり，学生たちの多くはこうした点に着目したために母音に関する設

問が多くなったものと思われる。

学生のレポートにおいても母音に関してはこの種の設問が非常に多く，母音に関する設問が全部で

85問あった中で，73間（85．9％）であった。その内訳は，1年生が46間中41間（89．1％），3年生が39間中
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4・2．2英語における綴り字と発音の対応の複雑さ

母音に関する出題が多かった背景として考えられるもう一つの点は，英語における綴り字と発音の

対応の複雑さがあげられる。これは前項で述べた日英両言語間における母音の数と種類の違いにも関

連することであるが，一つの綴り字に対して複数の発音が対応するものが英語には多い。例えば“0，，

の綴り字は，CQmfortにおける／A／や金fferにおける／〇／そしてQpenにおける／ou／などさまざまな発音

が対応し，ここでは一対多の関係が生ずることになり，こうしたところにもまた，知識の有無を問う

という意味での試験問題の機能を盛り込む余地を兄いだすことができることになる。これは実際の設

問においては，見出し語の下線部分と，選択肢の下線部分の綴り字をそろえておいた上でその発音を

問うという形式としてあらわれる。ただ，今回の学生の書いたレポートにおいては，このスタイルの設問が母音全体の設問の中に占め

る割合は少なく，母音に関する設問が全部で85間あった中で，わずかに12間（14．1％）であった。その

内訳は，1年生が46間中5問（10，9％），3年生が39間中7間（17．9％）となっていて，少ないながらも比

率においては学年による違いが見られた。3年生のほうがその比率が高かったということは，3年生

のほうが英語音声学に接している期間が1年生に比べて長い分だけ設問形式についての発想に柔軟性

が見られるということを表わしているものと考えられる。以下に学生のレポートの中の一例を見出し

語，選択肢，発音の順に示しておく。
見出し語選択肢発音

m立St：（a）sQng（b）abQVe（C）gnly（d）hΩt（／ou／：／〇／～／＾／～／ou／～／CL／）

mQnth：（a）wQnder（b）nΩt（C）19ng（d）cQllege（／＾／：／＾／～／CL′－／○／～／CL／）

4．3子音に関する設問が少なかった背景

以上，学生のレポートの中で母音に関する出題が多かった理由を，その背後にある日本語と英語に

見られる音声上の特徴の違いに求めて考察をしてきたが，子音については先に触れたように，設問全

体の中で占める割合が少なかった（全体の19．0％）。これは言葉を換えれば学生たちにとっては子音の問

題はそれだけ作りにくく感じたものと思われるが，その背景にある事情について考察してみたい。

選択式の形をとる発音問題においては，受験者は仮にそれぞれの設問における下線部分の音声につ

いて，その細かなところにまで十分な理解が及んでいなくても，スペリング等の違いから判断して何

らかの違いがありそうだということが推定できれば，とりあえずは正解にたどり着けてしまう場合が

ある。子音について言えば，例えばsin／sI旦／～Si且g／sⅠg／に見られるように，日本人学習者にとって

は聴覚上はその区別が大変難しいと思われる音の対立であっても，リスニングとしてではなく筆記試

験でしかも選択式の場合には，スペリングを見比べて何らかの違いがあるということを推定できるた

め，なかなか設問として問いにくいものと考えられる。これをあえて選択式のスタイルで出題しよう

とすると，例えば，Si旦ger～fi旦gerに見られるような語中の“ng”を，／g／と読むのか／gg／と読むの

かというような受験生泣かせの難問が生まれてしまうことになる。下線部分の綴り字をそろえて選択

肢間のその発音の違いを問うような設問を考えようとするとおのずとその種類が限られてくることに

なり，このような背景があって，学生たちのレポートに占める子音の設問の比率が低かったものと思

われる。
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5・設問のテーマ別分析

学生が取り組んだ英語音声に関する模擬問題には，それぞれに作題のテーマが含まれていて音声学

的な観点からそれらを分類することができるが，ここでは日英両言語の音声上の差異という点から特

に興味疎く思われた設問テーマについて取りあげ分析することにしたい。

分析の手順としては，それぞれのテーマに関して学生のレポートに見られた全般的傾向について考

察したあと，学生がそれぞれの設問において選択肢を設定するにあたって考慮したと思われる事柄に

ついて，選択肢の配置パターンをその設問内容との関連において考察することにしたい。

．以下の各節で考察することになる選択肢の配置バターンについて，ここでその分析方法の枠を示し

ておくことにしたい。各設問には見出し語がまず掟示され，その見出し語の下線部の発音と同じ音を

含むものを選択肢の中から選ばせる形をとるわけであるが，選択肢が4つあってそのうちの1つが正

解ということになるので，具体的には残りの3つの選択肢がどのように配置されているのかというこ

とがここでの問題となる。論理的な可能性としては，（1）残り3つの選択肢の下線部がすべて異なる

昔となる場合，（2）残り3つの選択肢のうち，2つの選択肢の下線部が同じ音となる場合，（3）残り3

つの選択肢の下線部がすべて同じ音となる場合，のどれかにあてはまるということになる。そこでパ

ターンを明示化するために各設問の下線の音声部分を記号化して種類別にA，B，C，Dなどアルフ

ァベットで表わし，見出し語をB］で表わすことにすると，上記（1）はB］：A～B～C～D型，（2）は

B］：A～B～B～C型，（3）は国：A～B～B～B乳として表わすことができる。

では具体的には，以下において，（1）日本語の「ア」音に対応する英語母音（／記／～／q／～／A／）をテ

ーマにした設問，（2）日本語の「オー」音に対応する英語母音（／〇：／～／ou／）をテーマにした設問，（3）

英語の“ng”の発音をテーマにした設問，（4）英語の“th’’の発音をテーマにした設問についてそれ

ぞれ分析をし考察していくことにする。

5．1日本語の「ア」青に対応する英語母音（／紀／～／q／～／∧／）を含むものをテーマにした設問

5．1・1全般的傾向

日本語式のカタカナ読みをあてはめた時にともに「ア」音で読めてしまうことをテーマにした設問

が全部で27間（母音全体の31．8％）あり，母音を扱った設問の中では割合としては最も多かった。学年別

の内訳は1年生が14間，3年生が13間であったO日本語式の「ア」音に対応する母音は英語では／記／

と／q／と／A／の3種類がありいずれも短母音である。

このテーマに関する設問で興味深く思われたのは，／記／と／q／と／A／の3つの音のうち，見出し語

として／A／を含む語をあげた学生の割合が高かったということである。その割合は，1年生が14間

中8問，3年生が13間中7間でともに半数を越えていた。／＾／は綴り字の上では“u”（例：C迫t）“o’’

（例：cQme）‘‘OO”（例’：bl立ロd）“ou”・（例：C立法ntry）などさまざまな形をとり，これらの綴り字がまたそ

れぞれさまざまな音形で発音されることから，設問をつくるにあたっては格好の素材であると考えた

のではないかと推察できる。

また興味深いと思われたのは，複数の学生がこのテーマの設問の選択肢に同じ単語をその素材とし

て取り入れていたということである。複数の学生が使っていた単語は，／A／についてはbl生色d，w9n，

QVen，’w立nderがそれぞれ4人，Cupが3人，／Ze／についてはbaCkが4人，また／CL／については

kn墜Iedgeが4人であった。学生のレポートの中に見られたこのタイプの設問は以下の通りである。
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knowledge (a) front (b) snow (c) subtle (d) want

month (a) wonder (b) not (c) long (d) college

aspect (a) company (b) compile (c) muscle (d) album

blood (a) oven (b) gas (c) Asia (d) Canada

blood (a) bomb (b) won (c) tomb (d) brought

bag: (a) father (b) enough (c) blank (d) calm

knowledge (a) home (b) rock (c) come (d) soul

above (a) common (b) go (c) oven (d) glorious

wonder (a) catch (b) concentrate (c) back (d) enough

cut (a) pat (b) thank (c) gun (d) flat

won (a) cloth (b) sad (c) cut (d) gentleman

understand (a) young (b) heavy (c) doctor (d) back

wonder (a) sat (b) cup (c) wander (d) ought

cap (a) back (b) gate (c) such (d) large

wonder (a) knowledge (b) pattern (c) won (d) operate

comfort (a) offer (b) open (c) oven (d) together

blood (a) not (b) won (c) food (d) women

glove (a) globe (b) not (c) blood. (d) call

apple (a) cup (b) bad (c) Asia (d) under

struggle (a) subscribe (b) conquer (c) justify (d) apologize

absolute (a) accept (b) commend (c) interrupt (d) impact

cut (a) above (b) hot (c) back (d) imagine

laugh (a) father (b) pond (c) cup (d) bank

knowledge (a) anxious (b) out (c) old (d) wander

damage (a) haste (b) arch (c) anchor (d) another

sand (a) jam (b) trouble (c) difficult (d) result

comfort (a) offer (b) open (c) oven (d) ball

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

5．1．2選択肢のパターン分析

「ア」音に対応する英語母音（／記／～／G／～／A／）を含むものをテーマにした設問についての選択肢

のバターンの分布を表わすとすると以下のようになる。

1年生3年生

（1）B］：A～B～C～D型6間（42．9％）8間（61．3％）

（2）回：A～B～B～C型7間（50．0％）5間（38・5％）

（3）匡］：A～B～B～B型1間（7．1％）0間（0．0％）

上記の分布からまずわかることは，（1）および（2）の型がその大半を占めていることである。（1）型は選択

肢の下線部に4種類の音声を配置しているものであり，また（2）型は3種類の音声を配置しているもの

であるが，このパターンが多いのは恐らくテーマそのものの性質と関係があるということが考えられ
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る。すなわち，日本語の「ア」音に対応する英語母音には／記／と／q／と／A／の3種類があるわけなの

で，学生が作題するにあたってはできるだけさまざまな種類の母音をその選択肢の中に配置したいと

いう意識がそこに表われているものと考えられる。数値を細かく見ると，1年生と3年生でその分布

に違いが現れている。1年生は（1）および（2）が多少の違いは見られるもののほぼ同じ割合で分布してい

るのに対し，3年生は（1）の割合が（2）よりはるかに多かった。これは3年生の方に，内容が豊かな問題

を作りたいという意識がより強く働いた結果の表われであると思われる。

5．2日本語の「オー」青に対応する英語母音（／〇：／～／。U／）をテーマにした設問

5・2．1全般的傾向

日本語式のカタカナ読みをあてはめた時にともに「オー」音で読めてしまうエとをテーマにした設

問が全部で20間（母音全体の23．5％）あった。学年別の内訳は1年生が11間，3年生が9間であった。日

本語式の「オー」音に対応する母音は英語では二重母音の／Ou／と長母音の／〇：／の2種類があり，こ

の区別は英語学習者にとって紛らわしい音の部類に属するものと思われる。

このテーマの設問についても，複数の学生によって取りあげられた語がいくつかある。複数の学生

が使っていたのは，／ou／については，bQ旦tが5人，rQ且dが3人，Sp立keが2人，／〇：／については，

t旦迫血tが4人，abr旦adおよびbrQadがともに3人，b凶迪tお．よびC題由tが2人であった。ここにあ

げた語が含まれる設問をつぶさに調べてみるとまたいろいろなことが見えてくる。

同じスペリングを含みながらその部分の発音が異なるという観点から，見出し語にともにrg皇d／Ou／

を配置して，選択肢の一つとしてabr立ad／〇：／を含めた設問（1年生1人）や，brg旦d／〇Ⅰ／を入れた設

問（3年生1人）があり，また，見出し語は別の語を置いて選択肢の中にr仝ad／ou／とbr鎚d／〇：／を含む

設問（1年生1人）を作ったりなど，区別が紛らわしいのをあえで意識して設問の中に取り入れたとい

うことを読み取ることができ，着眼点としてはよく考えられたものであると言える。類例としては数

こそ少ないものの，1迫／〇：／と1立監／ou／の違いを問う設問（3年生1人）もあった。学生のレポートの

中に見られたこのタイプの設問は以下の通りである。

grow (a) caught (b) fowl (c) mood (d) know

alone (a) abroad (b) because (c) note (d) cow

boat (a) cause (b) long (c) water (d) post

slow (a) allow; (b) abroad (c) warm (d) coat

raw (a) option (b) boat (c) association (d) author

road (a) abroad (b) count (c) note (d) glove

approach (a) allow (b) notice (c) inform (d) forbid

-boat (a) front (b) full (c) October (d) always

loan (a) broad (b) knowledge (c) only (d) soft

sought (a) tone (b) road (c) broad (d) rose

thought (a) don't (b) sauce (c) lose (d) rose

know (a) mood (b) caught (c) fowl (d) grow

spoke (a) taught (b) boat (c) bought (d) daughter

law (a) low (b) tall (c) alone (d) old

spoke (a) taught (b) court (c) all (d) boat

most (a) song (b) above (c) only (d) hot

［1年生］

tl年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

r3年生］
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oppose (a) tolerance (b) role (c) intercourse (d) surmount

go (a) all (b) toast (c) sport (d) cause

road (a) chalk (b) broad (c) taught (d) spoke

host (a) comb (b) audience (c) swallow (d) ounce

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］
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5．2・2選択肢のパターン分析

「オー」昔に対応する英語母音（／〇：／～／Ou／）をテーマにした設問についての選択肢のパターンの分布

を表わすとすると以下のようになる。

（1）回：A～B～C～D型
（2）B］：A～B～B～C型

（3）回：A～B～B～B型

1年生3年生

5問（45．5％）4問（44．4％）

4問（36．4％）2問（22．2％）

2問（18・2％）3問（33・3％）

上記の分布からまずわかることは，（1）型が1年生および3年生共に45％前後でそれぞれ半数近くを占

め，選択肢の中にさまざまな種類の母音を配置したいという意識が表われている。ところで，前項

（5．1）との違いは，選択肢の配置パターンとして（3）型が全体の中ではっきりと位置づけられているとい

うことである。これはこの設問のテーマそのものとやはり関係があるものと考えられる。すなわち，

英語の／〇；／および／ou／を含む単語は，日本語のカタカナ読みをあてるだけではその区別がつきにく

いものが多いため（例えば，英語では“r立ad’’は／roud／，“br立ad”は／br〇：d／というように下線部は

別々の音であるが，カタカナ読みをすればそれぞれ「ロード」「ブロード」となって英語の下線部の

違いは反映されない），あえてこの部分に設問のテーマを特化して／○：／か／ou／かのどちらであるかを

問う設問として作題しようとした心の表われであると考えられる。この（3）型は1年生（18．2％）よりも

3年生（33．3％）の方に多く見られたのは，それだけ深い洞察のあらわれであると考えられる。

5．3英語の“ng’，の発音をテーマにした設問

5．3．1全般的傾向

本項では子音に関する設問のうち，英語の“ng”の発音をテーマにしたものに触れておくことにす

る。英語の“ng”の発音をテーマにしたものは，子音の設問全体（20問）のうち6問であって30％を占

め割合としては非常に高いものであると言える。その内訳は，1年生が2問，3年生が4問であった。

このテーマに関しての際立った特徴としては，選択肢の中にあらわれる単語の種類が極めて限られ

同じ語が複数の学生によって取りあげられているということである。例えばsi旦gerは6間中6問

（100．0％），つまり“ng”の発音をテーマにした学生すべてがこれを選択肢の中に取り入れている。以

下，丘旦gerが5問（83．3％），a旦gerおよび10旦gerが4問（66・7％），ha迫gerが3問（50．0％）といった具合であ

る。学生のレポートの中に見られたこのタイプの設問は以下の通りである。

long (a) finger (b) longer (c) singer (d) youngest

hang (a) finger (b) anger (c) singer (d) longer

singer (a) finger (b) anger (c) hanger (d) longer

finger (a) ringer (b) singer (c) hanger (d) hunger

hanger (a) finger (b) singer (c) longer (d) anger

sink: (a) Sim (b) sin (c) singer (d) anger

［1年生］

［1年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生］

［3年生1
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5．3．2選択肢のパターン分析

英語の‘‘ng’’の発音をテーマにした設問についての選択肢のパターンの分布を表わすとすると以下

のようになる。

1年生3年生

（1）B］：A～B～C～D型0問（00．0％）1問（25．0％）

（2）B］：A～B～B～C型0問（00．0％）0問（00．0％）

（3）B］：A～B～B～B型2問（100．0％）3問（75．0％）

選択肢の配置パターンも極めて特徴的で，（3）型が（ほとんど）すべてを占めていた。これは‘‘ng，’の発

音を問う場合には／p／と／9g／のどちらで読まれるのかという問題に特化せざるを得ないというスペリ

ング上の制約があるためと考えられる。

5．4英語の“th’’の発音をテーマにした設問

英語の“th”の発音をテーマにしたものは，子音の設問全体（20問）のうち7問であって35％を占

め割合としてはこれも高いものであると言える。その内訳は，1年生が4問，3年生が3問であった。

このテーマに関する設問には2つのタイプが見られた。

一つは，見出し語と選択肢すべてに‘‘th’’の綴り字を含む語を配置して，その部分が／O／と／8／のい

ずれで発音されるかを問う設問であり（20間中3問：1年生1問，3年生2問），それらは以下の通り

である。

southern (a) breath (b) cloth (c) wreath (d) smooth

bathe (a) thoroughly (b) worth (c) method (d) smooth

theme (a) thought (b) though (c) there (d) Thai

［1年生］

［3年生］

［3年生1

もう一つのタイプは，日本語読みをした時に「ス」音に相当するものとして“th’’と“S”その他

を含む語を設問の中に配置したケースである（20間中4問：1年生3問，3年生1問）。このタイプの

設問は，スペリングの違いから判断して発音に関して何らかの違いがありそうだということが容易に

推定されてしまうものであり，消去法によって選択の幅が狭まり正解にたどり着きやすくなるタイプ

の設問である。これは発想としては面白いのであるが，選択肢の選定という点において検討の余地が

ある。1年生の方が3年生よりもその割合が多かったのは，音声学に接してからの期間が比較的短い

ということが関係しているのではないかと考えられる。学生のレポートの中に見られたこのタイプの

設問は以下の通りである。

they (a) easy (b) nose (c) cloth (d) smooth

three (a) scene (b) breathe (c) theme (d) machine

month (a) dress (b) breathe (c) short (d) theme

loose (a) disease (b) increase (c) though (d) worth

［1年生］

［1年生］

［1年生］

［3年生］

6．おわりに

以上本稿では，平成13年度に筆者が担当した「英語音声学講義」において学生たちに課した英語発

音問題の模擬的作成に関する課題レポートの内容について，主に数値の点から読み取ることのできる

その特徴について分析し考察してきたのであるが，全体として気づいたことを最後にまとめておきたい。
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まず，レポート内容に関して1年生も3年生もテーマの設定や設問の中で使用する単語そのものに

ついてはそれほど大きな違いは見られなかった。これは学生たちが参照した資料（英語音声学関係の

文献，英和辞典，受験参考書や問題集など）に大きな差がないことに起因するものと考えられる。ま

た，それぞれの設問に対する選択肢の配置パターンも日英両言語の音声上の特徴を背景にして作題し

ょうという意識がそれぞれに反映されており，全体としてはほぼ同じような傾向を．示していた。ただ，

細かな点においては第5車で設問のテーマごとに分析をした際に明らかになったように，学年による

違いが見られたものもあり，3年生のレポートには，より内容の豊かな設問を作ろうという意識や深

い洞察力があらわれていると思われるものがあり，思考のきめ細かさが感じられたものが多かった。その他，学生のレポートを読んでいて全体として感じたことは，学生たちにとっては今回のように

英語の発音問題を自分で実際に作ってみるという課題は初めてのことであったようで，いろいろと苦

心しつつも楽しみながら取り組んでいるらしいということがレポートの文面からさまざまに伝わって

きたということである。今後もさまざまな着想のもとで，学生たちに将来の英語教師に向けての意識

を高めてもらうような試みを授業活動の中に取り入れていきたいと考えている。
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